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黄靖軍校概述国民革命の思想軍校創立への途
四
寧校への途
黄塙軍校概述
一九三七年一
OA
、毛沢東はイギリス人記者パ
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〕との談話の中で、
一九二四年からニ七
年までの第一次国共合作期に、「党代表制」と「政治部」をもっ「新しい制度の軍隊」こそ一九ニ七年以降の紅軍、八路軍の原型となったものであると語 た。
が作られたが、
実に乙の軍隊
しからば、
乙の「新しい制度の軍隊」とは一体どのようなものなのか。パートラムとの会見からほぼ一年ののち、
一九三八年一 月、毛沢東は「戦争と戦略の問題」の中で、「わが党は一九二一年(中国共産党の成立〉から一九二四年(国民党の第一回全国大会〉までの三、四年間は、直接に戦争を準備し軍隊 組織することの重要性を理解してい
黄埼軍校の創立
(2) 
なかった。「当時は、中国における武装闘争の極度の重要性そ理解せず、しんけんに戦争の準備と軍離の組織をせず、軍事的な戦略と戦術の研究を重視しなかった」。ところが「労働者階級と勤労大衆は鉄砲の力によらないかまり、武装したブルジョア階級と地主にうち勝つことはできない」ということを教えてくれたのが、
ほかならぬ孫文と蒋介石
であったと毛沢東はいう。いや、もっと正確にいえば、国民党を介して、
ソ連からこのことを教えられたことになる
が、ともあれ毛沢東は次のように率直にのべている。
「 だ が 、
一九二四年、
黄塙軍官学校に参与してから」、
我々は
「軍事の重要性を理解するようになった」と。毛沢東が孫文の「戦争の事業」として、反清朝と反哀世凱の武力闘争とならんで 黄埼箪校の設立をあげている 以上の文脈 らみて、緩めて重大な意味をもっ
ζ
とが知られよう。
バ
i
トラムに語った「新しい制度の軍隊」は、孫文の作った黄埼箪校から生まれたのであり、
この黄埼軍校こそが、
対立する共産党と国民党に、
はかり知れない精神的、人的、物的遺産を残し、
一方では紅軍に継承されてやがて人民
中国を出現させ、他方 は持介石の権力を支える「膨大な中央軍」を可能にしたのである。
黄持軍校が創立される直前、孫文は西南軍閥といわれる広東軍、広西章、雲南軍などに頼って、
一九二三年二月に
は宿敵陳畑明軍を広東か
し、ここに大元帥府そ樹立して北万の北洋派軍関と対持した。孫文の依存したこの西
南軍閥の実態について、
た、またま一九二二年八月から広東に駐在武官として派遣されていた佐々木到一陸軍少佐が、
日本軍人の目から、極めて生彩ある観察一文を残している。それは一言でいえば、腐敗堕落した前近代的な軍閥の姿
〈3
〉
で、佐々木をして「孫文もこんな軍隊を使わねばならぬ簡は、革命 絶対に成功しない 思った次第 ある」と審かしめた。次に佐々木 伝えるいくつかのエピソードを紹介 よう。
一九二三年九月、陳畑明挙兵の拙械に援した孫文は、陳の本拠地恵州城攻屈を命じた。このときの孫文の軍隊の様子
は、まず軍事幕僚たちの行軍についていえば、軍服ならぬ思い思いの服装で、武器も双眼鏡も持たず、ある者は魔法瓶をさげ、ある者は臼よけ 洋傘をさし、ある者は一扇子であおぎつつ戦場に向った。佐々木は乙の行列を「商工会議所辺の戦地慰開団」のごとしと べ、彼らに軍事規律も 事知識も戦闘意欲も欝戒心もないことに驚いていた。さて戦闘となると、恵州城をみおろす飛鴻畿の陵線上に孫文以下全幕僚がずらりと立ち並び、敵に全身をさらしながら双眼鏡をひっぱりあっての敵状視察を行ない、敵の正確な砲弾が彼らの頭上に土砂の雨を降らせると、皆、くもの子を散らすように後方 凹 に逃げこんだ。さて孫文 (広西軍が中心)
の攻撃となると、主砲は一五サンチのカノン砲
〈何と一八八八年製!)で、
おどろくべきことに、孫文自身が一々射撃距離の修正を命じ、軍事幕僚たちはそれをよ
そごとのように傍観していた。この広西箪の本営には「休怠所」 るものがあり、丁度前線から一民ってきた参謀らしき者が、
いきなり寝台に横になり、
たて続けに四、
五服のアヘンを吸って寝乙んでしまった。
つまり休息所とはアへ
命軍が乙のような所謂「客軍」、ン吸欽所で、広西軍も雲南軍もアヘン 吸わせないと動きが悪 と佐々木は観察している。佐々木少佐は、孫文の卒
〈4
〉
つまり「各省の落武者的落伍的失業的軍隊の寄せ集め」の軍にすぎず、
そこには粍
神的統一の欠如、不完全きわまりない装備、政府の寧に対する統制の欠如が支配的で 彼はこの軍を「雲助的客軍」と呼んでいた。
「だが併し流石の孫中山も、是等の雲助的客軍には手を焼いて居た。そこで思い立ったのが革命中阜の
改 造 」 、
つまり黄靖軍校の設立であったと佐々木はのべている。
黄-持軍校創立ののち、
ζ
のような軍擦のあるものは淘汰され、あるものは革命精神旺盛な精鋭部隊に生まれ変り、
蕩大な農民や労働者の支援を背景に、孫文が一四年かかっ もできなかった全閣の統一を(勿論この間 蒋介石の四-一二クーデターがあり、全国統一は国共合作のもとでなされたのでもなく、持介石による全国統一も実 形ばかり
賞埼箪校の創立
四ではあったが、ともかく)たった二年間で完成するのである。
それではこの黄持軍校とは一体どのような学校であったのか。その詳細な歴史は別にのべることもあろうので、こ
(5) 
こでは極めて簡単にその輪郭を辿っておくにとどめるが、以下のようなものである。
これまでの行論で我々は黄埼軍校と呼びならわしてきたが、主式には中国々民党陸軍々宮学校、広州市下流の黄塙
島におかれたので黄鴻陸軍々宮学校、あるいは黄埼軍校と筒称された。軍校設立の発端は一九一二年一二月末、孫文がコミンテルンの使者マ
i
リンから軍校の設立を助言されたことにはじまり、
一九二三年春の摩件憧・ヨッフェ熱海
会談で寧校設立の青写真ができ、二三年八月には蒋介石を訪ソ軍事視察に送り出した。国共合作のもとに挙行された国民党一全大会で箪校設立案 満場一致で可決され、各省代表に学生の紹介を依頼した。上海と広州に募集所、試験場を設け、二千人ほどの受験者の中から四七
O
名を合格とした。軍校の設立期における組織は、党代表摩仲憶を頂点
に、その下に校長の蒋介石、
その下に政治部、教練部、教授部、管理部、軍需部、軍医部の六部をおいた。第一期生
は一九二四年五月八日に入学し
一一月二
O
日に卒業した。卒業生は六二一一一名、
乙の中には国民党では桂永治、胡宗
南、冷欣、郵文儀ら、共産党では蒋先雲、李之龍、徐向前、周土第ら 第三次圏内戦(一九四六年
t
四九年)で捕虜
になり大陸に住む社準明 李仙洲、曽拡情、黄維らがいた。黄埼本 は第七期の卒業後、
一 九 三
O
年 一
O
月二四日に
閉鎖されるので
いわゆる黄埼期は一九二四年から一九三
O
年までとなる。以下この七期までを表にすると以下のよ
うになろう。
黄埼期の全七期とりわけ国共合作期〈六期の入伍まで)における教育の特色 、通常の士官学校と同じく 科と術
科の教育をさずけたほかに、
政治教育を重視したことにある。軍校成立の特殊事情から、
この期の教育は日本、
ソ
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石、党代表議仲憎らの精神訓話では、民衆を愛し死をおそれぬ革命精神、反帝反軍閥の革命戦協、
ソ連の革命への賛
美が説かれ、主義のために敢然と死地におもむく国民平命の精神がたたきこまれた。一二期生はその卒業直前、
九
演を依頼し、六年一月の国民党ニ全大会に出席するため二五年末ごろから陸続と広州に結集してきた「学周波資深之代表」に政治議
〈7 )
一期二期生よりもはるかに多彩な政治教育が可能になった。以上を車接間接のソ連の影響とすれば、第
三の源泉として中国の伝統的な兵学の復活も看過できない。たとえば、
一九二五年一見六日に公布された「革命軍連
坐法」は、士宮兵士の敵前逃亡には死をもってむくいることを規定しているが、
これは明の戚継光の吋練兵実紀雑集』
巻四からのひきうっ であり、また太平天閣鎮圧の指導的人物曽国落、倒的林翼からの抜粋「増補曽胡治兵語録』
/晶、
九二四年一
O
舟)を編んで学生必読の蓄としているなどが乙れである。しかし、
乙の第一次国共合作期においては、
国民革命の思想が、
ソ逮軍事顧問の大きな関与のもとに、
日本と伝統中間の兵学を圧倒していた乙とは言うまでもな
いことである。
一九二七年の国共分裂以降、黄塙軍校は四大家族・関民党官僚資本とともに国民党政権を支える武力軍事力の中核
となった。 れを南京時代( 九二七
J
一 一 一 七 年 ) と す れ ば 、
日中戦争の拡大とともに後方に移動した成都時代(一九
三七
t
四 九 年 〉 、
さらに台湾に移つての鳳山時代(一九五
OJ
現在)と分れる。他方、共産党は一九二七年八刀一日の
南昌蜂起以降、黄埼出身者を中核としつつ、独自な紅箪 体系と戦略
1
人民戦争
i
をあみ出していくのである。その
意味で、黄塙軍校は中国の伝統的な「好人不当兵」の神話を打破し、反帝反封連を戦いぬい 国民革命・大革命拐の輝ける象徴であった。
国民革命の思想
フランス革命はそれまでの戦争の性格を一変させた。
「虜をつくって身代金を得る」「人取り遊び」、主の「遊戯」
としての戦争は陥没をひそめ、サンジエストの「怒りに燃えて」「休むことなく」自由の為に散を攻撃する激烈な戦闘
( 8
〉
を生み出した
e
多くの論者がフランス革命を近代的ナショナリズムの出発点として見るのは、そこに祖国愛と郷土愛
(GJ
〉
の見事に結合 事例を見出すからで、あり、ナシ吉ナリズムが、
B -
クリックの言うように、何よりも「精神の神話」
〈日)
それはすぐれて人為的なるものの所産、「分割地農民」の「所有感の理想型態」
( 田 宮 山 刊 号 。 同 門 げ 巾
g
吉弘)であるなら、
の発露、かっ、所有を脅かす異民族の抑圧、列強の侵略への抵抗として現象しよう。
国民戦争、国民革命と呼ばれるこの戦争のプロト・イメージは、
一七九三年八丹、国民公会の発布した次のような
全国民勤員令に象徴的にあらわれているように思われる。
現在からのち、
そして敵が共和国の領土から駆遂されてしまうときまで、全フランス人は軍役の為に徴集されて
いるものとする。青年たちは戦争に出て行くであろう。既婚者たちは武器を作り、担懐食を輸送するであろう。同畑人たちは天幕、軍服をこしらえ、病院で働らくであろう。子供たちは古麻布をほどくであろう。老人たちは広場にゆき、戦士たちの勇気 もえあがらせ、国王たちに対する憎悪をあおり て、共和国の統一を勧告するであろ(日)守 つ 。
軍隊はまた「民主主義の学校」とみなされた。将校は兵士によって選ばれた。新兵たちは政治教育を与えられた。そ
(立)
そこには鉄の規律が支配した。確かに、
F-
ハ
1
ツものべる
の情熱の源泉は祖国を愛する市民としての熱情であり、
黄埼軍校の創立
七
八ように、主人と奴隷の間には真の統一と連帯はありえず、平等は統一と自由とに欠くべからざるものであるが故に、自由・平等・博愛 いうフランス革命のスローガンは、
( 臼
U
るものであった。つまり国民戦争が可能になるために 、国家と人民が隔絶する専制政体ではなくて、フランスの共
(日比)
和制のように普通選挙制と義務兵役制 支えられ、ルソ
i
のいうように国家と人民が同一視される、そのような政府
ハ日)
ナショナルな意識がハ!ツのいうように「ヨリ人為的」
( S 0 8 2 t
虫色即日〉であると
国民的与額一
E
片山門
} 5 7
岡 田13
苦ロ聞の本質的要素を要約してい
のあり方が前提となる。そして、するなら、悶家関人民の神話をいかにインドクトリネイションするかが関鍵となろう。
ところで孫文は辛亥革命(一九一一年)の成る以前、間盟会を東京で結成して(一九
O
五年)のち、
一 九
C
六年冬
に「軍政府宣言」を発し、次の のべ いた。
明代や太平天国のどとき前代の革命は、ただ、異民族の駆遂、漢民族の再興だけをおのが任とし、それ以外の変革を考えなかった。今日と前代とは違い、我々は異民族の駆遂と中革の再興のほかに、国体や民生をも人民とともに変革すべきである そ 緩緯は様々であろうが、要するに一貫せる精神は自由・平等・博愛にほかならない。前代は英雄による革命〔英捻革命〕であったが、今日は菌民による草合〔爵民革命〕である。国民革命とは一一回の人々がみな自由・平等・博愛 精袖をふりち
(日山)
晴 、 為 、 。‘ 一 デ 川
' U
みな革命の責任を負うものであり、軍政府はその枢機にほかなら
由民言文の筆者日精衛自身の思想であることは、こ
ζ
に表明された「自由・平等・博愛」の精神にもとずく「国民革命」の理念は、孫文のものというよりむしろ乙の
ζ
の時期の託精衛の諸論文に徴して明らかである。
在精衡の国民革命の理念(ロ
a F o g -
正
2
日)は、たしかに一九
O
五年の日露戦争以後、後発のアジア諸国に芽、ばえた
ナショナリズムの初源的な姿を示すものではあったが、結局、辛亥革命はそれが遂急的プチブルデモクラットの「英雄革命」にすぎなかった
ζ
とを証明した。在精衛の国民革命の理念は、余りにも時期尚早であった。
ハ ロ 〉
へというシェーマは、乙乙中国においては、まだはるかのちの課題であった。
マ ィ 、 ネ ッ ケ の 、
植物的「文化閤民」から「国民国家」実は、中国における広汎なナショナルな意識は、
一九一六年の哀世凱の復古的体制の崩壊ののち、文学革命(一九
七年から )、
ロシア革命(一九一七年〉、五四運動(一九一九年)を経て初めて明瞭な姿をとってくるのであり、
乙う
いった一連の「英 的出来事」が階級方言の抑圧、国民経済の未成熟、封建思想の束縛という枠をはねのけ、市民・ブルジ吉アジーによる革命を準備したのである。このことは「新青年」の果した役割に明らかで、例えば文学革命が相誠派の古文を否定して白話を提唱し、デモクラシーとサイエンスを高唱し、魯迅の『狂人日記』などの諸作品を生
イタリーといったヨ
i
ロッパでの後進国のナショナリズムが何よりも
(刊拍〉
まず学者、詩人、作家の文化運動として 発 たという指摘とあたかも一致する。古文の否定とは階級方言の打破、
H-
コ
l
ンによれば、
ド バ ， ツ 、
み出したのは、特権的文人教養とその担い手の否定、
それに代る閣議開(つまり市民自身の言葉〉の提示を意味し、
乙れはまた、第一
次大戦後飛躍的に発展した民族資本・ブジョアジ!の経済の地方割拠性克服の要求(単一市場圏形成の要求)にみあうものなのである。こうしたブルジョアジー・ミドルクラスの拍頭を背開設として、
一九二二年に陳独秀の「造国論」
が出て、「一閣の人すべてが責任をもっ
。国民革命論をよみがえらせた。この復活は、もちろん、
ロシア滋
t
命、
コミンテルンの働きかけ、中国共産党の成立という一連のドラスティックな出来事の結果ではあったが、むしろ、
中国人民の内なる力・国民たらんとする意志力の一つの表現なのであった。つまり、五四運動で起ち上った民衆をどのように組織するか 噴出したナショナルな 識をいかなる政治理念 向 て議条化していくのかという問題、すで
業域甲車絞の創立
九
。に否定された儒教的統一理念に代っていかなる間民的統合の理念を提示するのかという問題への、
一つの解答なので
あった。
中調刀直面する植民地化の危機を国共合作・党内合作という「内一一
(ゆ)
国民の意力に悼む」方策として定式化も〕たのほ
レ
i
エ ン の ニ ノ
1
ゼを日間待化した
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ワンであった。昌良
C
一 意 力
ジョアジ
iC
政党(富民党)
する菌共党内合作案が、再党に株々な伝抗と危慎一そ残しつ「
Jb
、
一方では
7i
リンのコミンテルンを背景とした強権
の発動と、他方では革命の父孫文のカリスマ的な権威とによって、合作は規定方針となって急速に準備が進められ、軍官学校の創立も、
のちに詳述しようが、的勝仲僚を中心に着々と進展させられていた。そして、
この合作のイデオロ
ギ
i
、
つまり国民革命なる理念の「創立」準備は、共産党とりわけ陳独秀によってなされた。
い 念 品 、
その経過を簡単
に要約すれば次のようになろう。
一九二二年六月、中国共産党は最初の対時局宣言(「第一次対於時局的主張じを発し、
いわゆる党外合作論を展開
するが、それは、プチブル的平和主義者、革命的民主々義者(国民党のこと)、農民、
労働者、学生、
兵士、警察、
商人まで呼びかけの対象とする「多数の 派の連合」の「革命的な手段」によって 反動的 官僚軍閥」を打倒しようとするものであった。そしてこ 広汎な運動 「畏主々義連合戦線」と呼ばれた。この時局宣言の直後、共産党はその二会大会決議〈一九二二年七月)で、国民党との「一時 な同盟」による連合戦線を「民主々義革命運動」と規定していた。しか
ζ
のころ(二二年八月末)李大剣、陳独秀らは、孫文みずからの立ちあいのもと、
「他人の資
格」で国民党に加入 ようとしてい いまや最も緊要 ことは、この合作の理念の提示であった。
〈匁)
二
O
日、陳独秀の「造国論」はこのようなときに出現した。乙とに改めて、かつての在精衛の提唱した国民革命なる
一九二二年九月
理念が復活し、以後、
AA口作矧を笠ぬく議も中心的な国民理念(口三日。
g t L S - )
となるのである。
この「造国論」の
子は次のように要約できようか。「造日出論」はまず、
今や英雄主義の時代、賢人政治の持代は終りを告げたと述べて
の軍政府宣言の認識を再確認し、大衆の要求
を基盤にすえたプロレタリアート、ブルジョアジー「両階級連合」の「民民軍」を創出しなければならないと提案する。なぜなら、
今や「哀の中華民間}を樹立する
出向
ZC
口出回円。〈
C }
ロ
ZC
ロ
の時期が成熟している」からであ
る。諌独秀にあって 、国民革命なる概念は園内的国際的な一切の圧迫を除去する権力奪取の革命過程としてとらえられている。
つまり中国の自由独立をめざすブルジョワ革命の同義語として用いられている。ところで
ζ
の「造国論」
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リンが孫文に語った軍校設立という考えがまったく見られないという
(幻)
事実なのであ とれば翌一九二一二年四月 かかれた「どのように軍臨を打倒するか」についても同様であり、国民において我々の注意をひく点は、こ乙に、革命論は展開さ ても、中皐校案 そ 萌芽すら見られない。乙の理由はのちにのべよう。ここでは陳 軍関打倒の方法をきこう。そ はまず「全国の各階級 各党派、各分野の諸勢力」を反軍閥(そして乙れを支援する帝国主義への反帝)の統一的な閤民運動に結集する。その一つの具体策として「武装した農村の平良」の「大規模な地方自衛組織」と都市平民の「大規模の商工自衛組織」を「国民革命軍」の周囲に集め、統一的な国民運動を展開して軍閥を打倒するというものであった。
ところで乙の時期の共産党は、軍事行動といえば直ちに孫文のたび重なる旧軍閥と結んだ武装蜂起 想起したよう
マ
i
リンは孫文に単なる軍事行動の発動をいさめたし、附じ意味において、孫鐸も、共産党一一一余大会宣言(一九
二三年六月)も、大衆的基盤なき軍事行動にまったく苔申告であっザそれ放に乙そ隊独秀の都市と農村の平民 武
で
資鴻翠授の創立
装力を正規軍である国民革命軍と結合して考える視角は、郷土愛を祖国愛にまで高める卓抜な着想であった。赤軍創立期にトロッキーは革命の精神と革命の戦力をいかに結合するかという問題 直面し、党代表制(円。
5 2 2 8
品、軍校
〈お)
の設 と全市民の武装化という解決策をみいだ た。ところが陳独秀の理論には、党代表制と軍校設立の問題がすっぽりぬけ落ちている。してみると、
マーリンその他のコミンテルンの使者たちは、
コミサ!ル制や軍校のもつ意味を
中国共産党の要人たちにまったく伝えなかったのであろうか。
とまれ、孫文が広東に大元帥府を設立し、二三年四月には棟独秀を大本営宣伝委員会委員長に任命すると、陳独秀
は諒平山、活菊披らととも 、かねての「造国論」の論旨を敷桁した、都市・農村の平民の武装化 よる国民 人命の思想の宣伝に傾注する。た えば二三年七月発行の『中国革命中の民団問題』なるパンフレットはほぼ次の うにい(部〉切 っ 。
外には中国を併呑しようとする列強、内には軍閥があり、無秩序は全障をおおっている。ここに王安石の保甲 な
らい、農村と都市に農団軍 商国軍、工団箪を創立させ、
一方では農村や都市の治安を保ち、他方では真正の職業兵
をつくって「国民革命 首領孫 山を援効」すると。また同年八月 国民 工
M f
なるパンフレットでは次の
ようにいう。国民たるの資絡は愛国心にあ 国民革命はこ 愛国心 菌 がみずからの「自由」のために 外なる列強と内なる北洋軍閣を打倒し民主立憲政治をうち樹てることである 。
葉堵室校の創立以前において、中国共産党機関誌号館導』は一言も軍校に言及しない。創立以後に、お でさえ、た
とえば察和森が「薦問事件の教訓」(一九二四年九月『鰐導』白期)の中で、革命状勢がまだ成熟していないとき、
つ
まり民衆の聞の勢力がまだ成熟しないうちに、
一部分の政権を握ったり、地方的な革命政府を樹てたりして、「全く、
いささかも好結果なき箪事行動に全力をそそいでいる」のが孫中山である、と述べたように、黄塙軍校が設立され、反革命的な商聞を粉砕したのちでさえ、
これを孫文の旧来からの軍事的投機の延長とみる傾向が共産党にあった。当
時の共産党は、毛沢東もいうように、軍事のもつ重要性に ささかも留意していなかったのである。しかし、
この原
由はコミンテルンの指導した国共合作路線そのものの中にひそんでいた。
一九二六年三月二
O
日の中山鑑事件のの
ち、陳独秀が民衆の武装化という彼の持論を再び提起したとき、コミンテルンは、①武装した農民では北伐はおろか陳鯛明を討伐する乙とさえできな 、②国民党の疑惑をひきおこす @国民党に対する民衆の反抗を呼びお乙す、と
ハ お 〉
いう理由で乙の提案を一蹴した。つまり 国民党と 合作という至上命令を実行するために、コミンテルンは中国共産党が独自の軍事力を持つこ を許さず、それ故に、共産党に対して箪校創立とその意義につき 何ら協議・教授しなかったのではあるまいか。陳独秀 国民革命論のすぐれた点は、正規軍と市民・農 武力とを結びつけた人民戦争の萌芽的発見にあり、これは求知のように、
のち毛沢東によって完成されることになる。
軍校創立の諸階程
軍校創立案はすでに一九一二年一二月
71
リンに示唆されたが、
陳畑明の反乱で根拠地を失なった孫文は、しば
し、乙の案を実行に移せなかった。
一九二三年二月、広州が回復されると乙の案は再び動き出す。その一つは同年八
月の蒋介石 ソ連派遣である。乙の問、すでに
M
・
M-
パラディ!ンを顧問にむかえた国民党は軍校創立を決定し、
蒋介石がモスクワを離れる三目前の一九二三年一一月二六日、第一
O
回国民党臨時中央執行委員会で、訪ソ中の蒋介
石を校長に擁 ていた。ついで国民党プ金大会〈一九二四年一 二
O
日
t
コ 一
O
日)中に軍校創立案が採択され、孫文
黄埼軍校の創立
四は持介石を陸軍々官学校準備委員会委員長に、玉柏齢、郵演達、沈応時、林振雄、命飛鵬、張家瑞、宋栄回目の七名を準備委員とした。
李済深の回恕によれば、孫文は軍校の創立準備を摩仲間と彼に一任した。そ乙で「私〔李済深〕は数人の幹部を黄
塙軍校創立のために派遣した」。ち 、
この幹部の中に部演達、厳重、林伯楽、銭大鈎、陳誠がいた。
一九二四年二月六日、軍校創立の準備所が広州の長堤に設けられが
w
一二階建のビルで、二階は準備委員長(蒋介
国民党一全大会のの
石)の寝室と応接間、三階にオフィスをおいた。二月八日に第一回の会議を行ない、
一期生の入学する五月はじめま
で、一一一二回の会議がも れた。創立の仕事にたずさわったのは、準備委員七名と 顧祝問 陳継承 劉時のほか、十字済深が派遣した厳重、銭大鈎・隊誠などであっ 。翠 の全体的なプランは摩仲慣がたてた。彼はさまざまな滋務にもかかわらず、
一日に何度も準備所に来ては全体の進捗を監督した。三カ月ほどの乙の準備のなかで重要なものは、
校舎の修理、教職員 採用、学生募集、
一期生の教練計画、服装、テキストなどの様式とその購入であった。以下に
王柏齢の田憶を中心にしていくつかの問題をとりあげ、箪校創立の模様を再現してみよう。トリビアルな問題が多いが、学校づくりというものは元来そういった事柄の積集なのである
。学生募集
一会大会の最終日、参伶曜は大会の全出席者に学生 箔介を佼類した。
「国民党溜刊」第九期(一九
二四年二月二回
g )
には次♂ような「国民党笠宮学校招生遇告一が載ってハいる。
「各省代表の
に青年学生の紹介
を請う。毎省一五人を定員とする。二月末日までに広州にて受け付ける。遅くとも一二月二
C
日までに。これを越えた
ものは採用しない。 月一五日以前に紹介する学生の姓名、本籍、年齢を本党の中執会に知らせてもらえれば、必要な旅費を中執会が遠近そ間的して発給 のに都合がよい」
cE
式な学生募集計画は二月八日にできあがった。
それ
(MM〉
によれば、各省への割当、定員は次のようであった。
総定員は三二四人。東三省、熱河、察恰爾から五
O
人、直隷、山束、山西、映西、
河 南 、
四 川 、
湖 南 、
湖北、安
徹、江蘇、淑江、福建、広西、広東の一四省から各省二一人として合計一六八人、湘、鹿句、模、譲、桂といった孫文を支える西南軍閥の各軍一五人として全七五人、本党の先烈遺族から二
O
人、合計三一三名。
なお一一名不足する
が、別に補欠を一ニ
01
五
O
人、総計三五四人から三七四人を採る乙ととした。後の章で学生の募集状視については更
に詳述するが、応募した学生の質が極めて高かったので、定員枠はかなり広げられた。
O
校舎
広州市下流二
OM
ほどの所にある黄埼島には、国民党軍政部長・程潜のひらいた議武学校がおかれてい
た。四棟から成る校舎は、すぐる陳嫡明の反乱で砲撃を受け、屋根など大破していた。この修理は匹月なかばまでかかっ なお乙の黄浦島は光緒一 一一年( 八八七)張之洞が両広水師学堂を設けた由緒ある地で、民間になって海軍学校が置れたところであ 。
O
箪服
玉柏齢、佐々木到一が回想しているように、日本軍の軍服にならい佐々木の考案を加えたもの。王柏齢に
よるととの軍服の特長は次のようだという。折り襟、うつむきやすく、首を後方に曲げやすい。ポケット、外側に四っ。ボタン、七つ。外皮帯、箪服の上から外ベルトをしめる。
肩からかけるのはソ連式の輸入。脚紳、黄色の皮純
幹。軍服の色は黄緑色 帽子、 じゐナポレオン式の楊子を考えたが孫文が賛成せず、前面が高くうしろが抵いもりに変えたと王柏齢 回想している
c
孫文と
A口影した校長蒋介石のよく見かける写真は如上の軍服軍帽に身をかためた
姿と思われる
。用兵
ベッド、教室用・自習用の机椅子 掛布団、敷布団などは玉柏齢がまず閣をかき、寸法を入れ、試作品を
資繍軍校の創立
一 五
一 ム ハ
一つ作らせ、
それから、必要な数だけ発注した。食器、靴、帽子、文房具、事務用品なども皆そのような手続でそろえ
た。北京軍需学校第一期卒業生である命飛鵬が
ζ
れらすべての渉外系を担任した。
。操典
六ヶ月の短期で実戦に役立つ幹部を養成する教科書ほどこにもなかったので、
玉柏齢は苦心して戦術教
程、兵器教程のテキストを作ったという。これは彼も卒業した陸士のものを翻訳して作ったものである。
広東の軍需産業はまだ幼稚で、戦争あるいは箪を最大の顧客として巨大な生長をとげていくということは
(お )
なかった。その中でも石井兵工廠(広東兵工廠ともいう)は最大で、孫文は早くから(一九二三年一月)馬超俊をこ
。武器
乙に送りこんで兵工廠長とし広東軍政府下におくも、広東駐留の各軍閥が任意に徴発し、資金不足や技術の問題も
り
一日一五時間稼動して三五丁という生産力の低きであった。黄埼関学のとき、孫文は五百丁の歩兵銃(七九モ!
ゼル銃)と四了の機関銃を発住し が、 駐留の軍閣の防害で間にあわず、馬超俊は兵工廠の護衛兵の銃をとりあげて寧校にまわしたという。王柏齢は 開校のとき銃は一一一
O
丁しかなかったと述べているが、最近発見された一九二
三年五月二日の蒋介石の摩仲慢宛書簡によると、すでに二三
O
丁の銃を受けとっているが、まだ一五
OT
たらないと
あ均一九二三年五月五日に第一期生が入学しているから、入 当初、銃は全員にゆき渡らず、五月二五日になって
〈お〉
ようやく不足分が届き全員に配布することができた。すこしのちの乙とになるが、ソ連軍事顧問キサンカのレポートによれば、広東兵工廠の弾薬生産量は 日に一・八万発、雲南軍 兵工廠は日本の村田銃用の弾丸を一日二万発生産
〈お〉
しえたとい 。なお列強は中国 内乱を助長しないためと称して
一九一九年三月に日本が、
一九二二年一月にパル
フォアが対華武器輸出禁止を提唱したが、
ドイツ、
ソ速はこの協定に加入せず、列強もひそかに武器を軍関に送るな
どして、
ζ
の協定は空文に等しかった。
C
学校の組織
蓑世凱以来の中国の伝統的な軍校総織とは全く違い、党代表の下に校長をおき、校長の下に政治、
教授、訓練、管理、軍需、軍医の六部がおかれた。政治部は主義と革命思懇の樋養といった革命精神教育を掌どり、各科の教官スタッフをもっ。訓練部は術科の教育を司どり、
その下に総隊と分践をおいた。この上三部とならんで軍
紀の総持、伝令、人事を湾どる管理部、糧錦、被服、器材を供給する軍需部、衛生行政を可どる軍医部があった。
この組織の中にいくつかの注目すべき制度があった。玉柏齢の説明によれば、①政治教育制度
これは資本主義諸
閣にはないもので 革命とは政治を変革することであるが故に政治について知らねばならぬからという。命党代表
告日
これはソ連赤箪のコミサ
i
ル制の導入である。③副主任制
各部に副主任をおく。主任が少将であれば副主任は
小佐とか大尉が り、業務は主としてこの副主任が担当する。中国 伝統的な正副の制度がほぼ同等のも がなる乙とからすれば、
これは全く異なった制度であったと王柏齢は回想している。④各部の分権制をしきつつもトップに集
中されるシステムをとった。中国の旧来の組織観では乙の集中性が欠如して勝手に独走するケ
i
スが多かったとい
ぅ。@細胞会議
玉柏齢は乙れを小組会議と呼んで「我々の霊魂」と絶賛している。黄靖軍校が日本陸士の圧倒的な
影響を受けつつも、継承しなか (と思われる)唯一のも は「打嵩教育」
(ビンタ教育)であったようだ。それ
はこの小組会議によくあらわ 、教官も学生も上級生下級生も同じ国民党の同志として平等対等であり、相互に批判する
ζ
とができた。この小組会議を通じて学生の思想を高め、革命精神を泌養し、
そ乙から積極性をひき出すことが
できた。王柏齢は「我々革命軍が、
一を以て十に当り、
一を以て百に当ることができたのも、まさしくこの制度にあ
った」と述べている。
ともあれ軍校最初期の組織とスタッフを示すと次のようになろう。
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一 七
軍校党代表
校
長
蒋介石中将
政治部主任
副主任
教
教授部主任
副主任総教官
訓練部主任
副主任
管理部主任
副主任
軍需部主任
副主任
J 
摩仲慢
戴伝賢張寝年
官
在精衡、胡漢民、卸元沖王柏齢少将葉剣英少校門少佐〕何応欽少将
教
官
顧祝問、銭大錦、劉崎 総森 陳継承、厳重、王俊、陸福廷(以上八名中校〔中佐〕)文素承、梁広謙〈以上二名 校)李済深少将郵演達中校
総践長
詑応時少校
林振雄上校呉子泰上尉〔大尉〕局駿彦上校〔大佐〕命飛鵬少校
軍医部主任
宋栄昌上校
校長弁公庁西文秘書
王登雲中校
中文秘書
張家瑞少校
特別官佐
陳誠上尉、儲同作禎上尉など。
( 注 ) ハ
1 )
玉柏齢は政治部副主任を局窓来としているが、周の帰国は二四年七月、代理主任の部元沖が孫とともに北上した二四
年十一月以後は主任の戴不在のため代理主任の周が実質的に主任であった。『留軍政工史稿』(上〉は間同の政治部主任正式就任を一九二五年四月としている〈一
O
二 頁 〉 。
( 2
〉この表は毛忠誠『民恩十五年以前之蒋介石先生』、『陸軍々官学校史』などによる。蒋の校長就任は五月三目、摩の党代表就任は五月 回、各部主任副主 は五月十二日までには就任している。
四
軍校への途
国民党一金大会が「逮ソ、容共、扶助農工」の三大政策を決定して閉会されると、大会で決議された諸事項が実行
に移されはじめた。黄埼軍校に関していえば、
一九二三年二月六日に準備所が設けられ、軍校受験生の旅費が定めら
れた。八日に 各省の募集定員、総定員が決定された。「軍宮学校章程」、「陸軍々官学校考選学生筒章」(全十条よりなる)も成立して軍校の目的も明確に規定された。
その簡章の第一条は「本校は軍隊に徹底した改良と進歩をもたらすべく、意志と熱情があり養成にたえうる全国の
青年に軍事の学術を研錯する機会を与え、かつ三民主義を教授して良好な主義ある軍人を養成し、党軍の下級幹部を為らんと希望す 」とのベて軍校設立の目的は下級幹部の養成にあることを明らかにした。二条から十条の大略は、
黄埼軍校の創立
九
。修学期聞は六ヶ月(第二条)、受験資格は一八歳から一一五歳の高等小学校卒業の国民党員である乙と(第三条)、受験科目は国文と数学(第五条)、上海で応募した者はそこで第一次試験を受ける乙と(第七条)、合格者には広州までの旅費を支給する(第八条)、合格して入学した者には服装、飲繕、書籍、文具、月給を支給する〈第九条)、卒業後見習士宮を終えて歩兵少尉の待遇を受ける(第十条〉というものである。乙の「陸軍々官学校考選学生簡叢」は一九二四年二月ニ
O
日の中央執行委員会を通過し、
この筒章の規定にもとづいて学生が選抜された。なお学生の広州までの
旅費は、@江蘇、新江から広州に来たもの、ニ
O
元、@安徴、江西、湖北、山東から上海を経て広州に来た者、一ニ
O
元 、
G
湖南、河南、山西、挟酉などから上海を経て広州に来た者、四
O
元と決められた。
アキモヴァによれば、経費不足に「ヒステリー」をおこして故郷に帰ってしまうのが二月
準備委員長の蒋介石が、
二一日の乙とで、王柏齢の回想によれば、
この日、蒋介石は洗応時と王登雲に「私はこれから上海に帰る、私の手紙
がついたらすぐ発ってくれ」といいのこして広州を去ってしまう。蒋介石の手紙を受けとった王柏齢と王登雲が上海に向かわんとしているとき、摩仲慢が急ぎ けつけ、「君達が行っ しまうと学校 おしまいだ 革命の前途も絶望的だ、持先生の困難は我々が何とか排除しよう、君たちは何があっても行ってはならぬ」、「革命は決して順風満帆という訳にはいかない、はかり知れないほどの多くの簸難をカをつくして克服して始めて成功できるのだ」ときとした。蒋介石が去ったあとは、
この摩仲憧が中執委、主人部長という激務にもかかわらず準備委員の委員長をつとめ、蒋介
石に急ぎ一戻一るよう数度に亘って打電するが、彼はほとんど準備 整う四月二一日 で広州 民一らないのである。だから、むしろ摩仲憧が蒋介石の帰寒をうながす 報をみると 乙の間の軍校の準備の進捗の過程がわかるほどである。
一九二四年二月二五日、介石が去ったのは西巌が資金を渡さなかったからだというが:::(胡漢民あての電報〉。
|可
二月二五日、党の事業が兄によって敗れんとす!上海に集まった箪官学生に試験をし、終ったらすぐ一一民られた
し。(蒋介石あて)。
同
三月七日、軍校の勢 騎虎と成る(拐漢民あて)。
同
三 月 一
OB
、広州で受験する軍官と学生二百余人は、もう一ヶ月間も待ち続けて旅費を使い果し、詰問状がこ
乙に続々と届いているがどうしょうもない。
そこで今月の二四日に軍官の、二七日に学生の試験を行なうことにし
た。急ぎ上海で試験を終えて、即刻戻られたし 遠来の受験者にそむき党の名誉を傷つけるなかれ(蒋介石あて〉。
篠かに「軍校の勢、騎虎と成る」状況であった。三月一
O
日に二百人ほどであった受験者は以後ますます増え、二
(HU
〉
O
日のメ切までには千二百人にもふくれ上った。
一全大会に出席して故郷に一良一った各省の代表者たちが自信をもって
推薦してきた学生たちである。年齢はほとんどがニ一、二歳前後で、彼らは五四運動の洗礼を何らかの形で受け、はるか孫文の革命運動を知り、内に寧聞の肢属、外に列強の祖国侵略を目撃していた。彼らは激しい救国の念にもえある者は大学 学生々活 放棄してぺンの代りに剣をとろうとし 。ある者は、小学校の教師 職をなげうち、ただ紹介者の紹介状とわずかばかりのお銭を懐中にして故郷 出た。中国の古くからの諺「好人不当兵、好鉄不打釘」にとらわれた父母、親戚は、兵士になるため広州にいくときいて仰天して悲しんだ。
次に掲げるのは、各省代表が推薦してきた学生の名簿である。
湖南五九人、
江西五回入、
安徽二六人、
福建一五
人、山東一四人、広西一三人、湖北九人、江蘇五人、漢口特別区四人 高師校長三人、西蔵三人、蒙古三人、ピルマ一人、計一一一一人となっている。姓名の右側に傍線のある者は第一期合格者で、二八人、傍線に①があるのは講武学校から編入されて第一期生となった者で、八人、傍線 ②、③などとあ 者は二期、一二期に合格した者である
黄埼箪校の創立
本会第一次送考軍官名冊
O
広東代表諒平山介紹
C
湖北代表居正介紹
C
湖北代表夏風介紹
O
湖南代表陳嘉祐介紹
O
湖南代表林祖溜介紹
洪剣雄
劃一劇閥、祭斯鍔、方振周、張機類、郡国義、張燈、査伯秦、華望部興黙
李衡、何飛翰、子語、震設彰、李正義、陳道賢、万成注、李沢民、方尚武
111
③
11
③ 
王応樹、石輝先、楊名錫、余鏑、蒋肇周、趨照、欧陽亮、
夏 乗 一 一 一 、
黄立存、単先聡、
金
修
O
湖南代表哀達時介紹。、了邦正、妻米蒙、調閥、魯敬安、寧鳴猷、裁青山
割樹園
m w
開封雷、伍到晶、李閥、事調明齢、魯易、羅漢、李仁、越自遇、超自誠、張際喜、唐
O
江西代表彰素民介紹朝 美 、
O
水、謹影竹、戴暁雲
i l l l
①
1 1 1 1 1 l l ! i  
帥倫、張禅林、何基、洪宏義、徐欽才、黄在環、郭慮、胡魁梧、徐情初、張振策、周有銘、
都 継 麟 、
桂永清、羅群、鐘遠勉、欧揚傑、都子超
ーー ③ー
|ll
①
易毅、侯克望 劉人傑
李錫鈎、郭家揖
l i l - -
①
l i l - -
③ 
鄭光、都志美、余伯球、部揚谷、胡勉修 羅群 陳国桂、命燥義 呉碩輔 李士奇 程孝機
O
江西代表徐蘇中介紹
O
江西代表周道腐介紹
劉天鐸、剰刺倒、了抄扉、頼天理、頼天璃
英恢、関望、程肇清、程浩 朱雄奇、徐嫡発
- | | ①
I J 1 1
① 
O
江西代表請用意介紹羅張、李強、李向栄
-ii
③ 
胡倍、胡現、楊森、何培、日現、李西平、陳大廃
李玉堂、冷相佑、劉純一 ヨ歩雲 汝昭 部元文、張大化、王培礼
O
江西代表胡謙介紹
O
山東代表了惟沿介紹
劉麟役。王周章、延
O
一隅建代表丁超五介紹庶風、満玉剛、拝学礼、険一稿
。一職建代表許卓然介紹C
安徽代表張秋白介紹
。安保代表白文蔚介紹。安徽代表楊虎介紹O
広西代表劉掘介紹
彬|
O
江蘇代表批侃介紹
。江蘇代表劉雲昭介紹O
安徽代表謹惟洋介紹
。安徽代表凌毅介紹
治田則民、苑仲莞、何良士、黄鐘乾黄徳索、王湛 陳聯輝、陳天文、周啓芳、林祥斌、楊誰瑛、李俊卿、調創出刷、李達材、胡朔苑天平、章雨泉、張震嚢、呉紹謀、曹永斉、章季康、沈叔林、組茂務、禁偶発、柳珠 銑何丙発、程汝継、苑天平、辞卓漢、黄世英 呉錦、孫川批判不
朱棟英、孫子楊、郵友綱徐振敏、羅奇喝罵照 楊沃課、施定中、施鵬飛、施元凱、閥均宮、鄭雄威、盤安、武威、制対王則黄、伏琴堂
顧昭、熊成禁、葉図本花盛雲
何性恵、李俊武、呉瑞、呉柏笠
O
広州特別区代表方瑞麟介紹
李雲鵬、王克猷、壇宝符
O
蒙古代表思克巴図介紹
O
逼羅代表藷仏成介紹
。広西代表蘇無渡介紹。高師校長鄭魯介紹
策崎明憲校の創立
方寿謙
王鎮亜裂工能
鄭愛字、摩租蔭、都鈎
二回
C
海南代表一商事振介紹
安 邦 、
呉光遠、楊希震、蒋玉清、
梁巧訓、
陳純道、
i l i - - i @ l i l i - - i  劉顕簿、焦達悌、
梁典訓
C
湖南代表羅道介紹
詔謬、陳選普、陳瞬、曽録、劉鐸、江恢漢、卿椋潤、曲田犠、安大発
O
西蔵代表鳥勤吉介紹
陳公侠、遇克武、蒋前済
もちろん、この二一一名が受験者のすべてではない。黄埼建軍の噺を開いて、紹介状一本を頼りに、ある者は紹介
状もなく、あるいは単身で、あるいは同志と語らって、広州にやってきた者が多かった。そこで急逮入試委員が選ばれた。三月二一日、入試委員長に蒋介石が指名されたが、不在のため李済深が委員長をつとめた。委員は王柏齢、部演達、彰素民、厳重、銭大鈎、胡樹森、張家瑞、宋栄回日、簡作禎の九人であった。受験者の応募資格は高等小学校卒以上であっ のに その三分の一は中学 専門学校 はては大学生、大学卒の高い学歴をもっていた。そこで国文、
ハ必)
数学のほか三角、幾何 代数も入試科目に加えた。闇文は戴季簡が 数学は王登雲が出題した。一ニ見ニ七日、二八日に体格検査を行な これは王柏齢 雲南講武堂時代の友人、軍医の宋栄日回が中心とな 筆記試験は三月二九日に広東高等師範(のちの広東大学)で行なわれ 千二百人ほど受験し 、
のちに述べるように、おそらく一七
O
人ほどをとった。
成績は大変良く満点をとった者もすくなくなく、
方、上海でも 州とほぼ平 して試験が行なわれた。五
OO
人ほどの受験者の中から、
合否の判定に大変苦労したと摩仲留はいう。
一 三
O
人をとった。この学生
山 地9 4 ι
『
たちは三月のすえ に送られ、軍校の指定する旅館にとめられた。
さて、一ニ月末、広州での試験が終ってみると、摩仲慢は重大な錯誤があったことに気づいた。つまり摩仲慣は広州で
の試験の前に、 は一一二
O
人プラス七
O
人、合計二
OO
人をとったらしいという情報を得ていた。もし上海でニ
00
人をとったとするなら、全定員を最大限三二四人プラス五
O
人の三七四人前後とみれば、広州では千二百人中か
ら一七
O
人ほどしかとれない。乙う推定した摩仲慣は広州での初試〔第一次試験〕で一七
O
余人をとったのである。
ところが合格者を発表してのち、上海では一三
O
人しかとらなかった乙とを知ったのではあるまいか。ニ
OO
人説
は誤報だったのである。合格者はとの段階で三
OO
人ほど、定員には最大限七
O
人が欠ける。とうなれば補考〔追試
験〕しかない。こうして日時は不明であるが、四月の上旬ぐらいに補考が行なわれ、五九人を合格とした。今日、国民党党史会に残っている「補考軍官学生姓名」はこのときの受験者の名簿であると思われる。受験者一四三人、合格者五九人という異常に高 合格率は、何はとも れ定員に合わせなければなかったからであろう 要するに第一次入試の正式合格者は上海で一三
O
人プラスベ広州でニニ
O
人プラス
F
となり、乙の三五
O
人プラス
α + F ( α
も
8
・ も
不明)が広州で複試〔二次試験〕を受けた。乙の試験がいつ行なわれたか明らかではない(恐 く四月中旬か)が、学生たち、特に上海で入試を受けて広州にやってきた学生たちに 意外であったようだ。冷欣の回想によ ば、学生たちは、たちまち騒ぎだし、
ついに旅館で集会をひらき、冷欣と許継慎が議長をつとめ次の四項目要求を決議した。
①複試の中止。②上海で受験したとき複試の話はなか た。@中止 きないとす ば、不合格者 適当な仕事を与えょ。④三人 代表を大本営と軍校準備所 派遣して請願す 冷欣と許継慎、張其雄(許 張は共産党員、許は一九三
O
年富田事件で、張は一九二七年漢口で戦死)の三人は大本営に請願におもむくも、三人ともその厳粛極まりない
雰囲気に圧倒され、追いかえされてしまう。かくて複試は広東高等師範で行なわれ四月二九日に合格発表された。こうして結局三五
O
人の合格者と一ニ
O
人の補欠、合計四七
O
名が黄埼軍校第一期生入学者となるのである。補欠の枠
を大幅に広げたのは、「教育水準がす乙ぷる高く、革命 志す精神がはなはだ切実であったから、臨時に定員をふやし
〈
M叩〉
たのである」と『国軍政工史稿』はのべている。 かし如上のよう 大きな難関をパスしたにもか わらず、何らか
賞埼箪校の創立
二 五
六の都合でやめた者があり、第一期に入り学業を続けた者は四六二名であった。いま台湾鳳山の軍校に残る第一期生同学通訊表はそのときの名簿であろう。〔季窃
主
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『毛沢東選集』第二巻、北京外文出版社、一九六八年、五七束。
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同右以下の引用は二九五
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一 去 の 問 。
〈3 )
佐々木到一?のる軍人の自伝』効率書房、一九六七年、一
O
三
JO
四頁。エピソードは同室百九七
1
一00
一 氏 。
(4)
佐々木到一『南方革命勢力の実相と其の批判』大阪震口守番居、一九二七年、以下の引用はニ
J
四 頁 。
〈5
〉ほぼ同じ時期をあつかった私の論文「寅埼軍校の設立過程とソ連」中哲文学会報(東大)、第六号、一九八一年六月、および日本における唯一の黄埼軍校の導論である竹内実「現代中国への視角!黄埼軍営学校のこと」、思想ハ岩波〉、一九七七年、五、六月号参照。
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国防部総政治部編申『国憲政工史稿』(上〉、一一一頁。
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〉ロジェ・カイヨワ『戦争論』秋枝茂夫訳、法政大学出版局、一九七五年、六九、一二六頁。
(9)B
・クリック『政治の弁夜』前田康博訳、岩波書底、一九六九年、八三頁。
〈 叩 〉
K
・マルクス『ルウイ・ボナパルトのブリュメール十八日』第七章、(新潮社版『?ルクス・エンゲルス選集』第六
巻 、 一
O
四 一 良 〉 。
〈H H )
ロジェ・カイヨワ、前掲書、一二
t
四支。鰭回釜之『戦争と人間の風土』新潟遺書、一九七七年、二ニ九資。
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『ナショナリズムの発展』大窪慰二訳、みすず書房一、一九六一年、一二真。
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即 了 匂 ・ 回 目 。
(Mm
〉中国国民党中央委員会編訂『国父全集』第一冊、
一九七三年、二八五頁。乙の宣言の執筆者は誰かについては、悶書
の 三
O
九
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ご
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頁の注①参照。
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イネッケ『世界市民主義と国民国家』
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矢田俊隆訳、岩波書底、一九六八年、七真。
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在精衛「駁革命以召瓜分説」民報、第六期〈一九
O
六 年 七 月 ) 。
( 却
)B
本国際問題研究所中国部会一線『中国共産党史資料集』1、動草書房、一九七五年、一一九
t
一 二 九 頁 。
〈幻)同右一回八
l
一 六 一 頁 。
(詑)同右、二ハ四
i
六七頁。
〈部〉同右、二二
01
二二五頁。
〈叫〉孫文の革命を単なる軍事行動とみる見方は中国共産党では相当根強くあとまで残っている。孫鐸「国民運動革命軍和
革命宣伝」禽導、第九期ハ一九二二年一一月八日〉、中国共産党三金大会室雪一ロ(一九二三年六月〉については『中国共産党史資料集』
1
の二五五
t
五 七 頁 。
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リンの孫文批判については、
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岡 山 口 町 ・
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をみよ。箪校が創立されてからの批判として、例えば、彰述之
「我何為什慶反対国民党之軍事行動」簿導、第八五期〈一九二四年一
O
月〉をみよ。
〈お〉第二期トロッキー全集第一
O
巻『革命はいかに武装
S
れたか』藤本和賞夫訳、現代思潮社、一九七
O
年、三
0 1 2
一 一 一
頁 。
(路)『国民革命中之民団問題』、撰述者響平山、鴻菊波、印行者広州市永漢北路大本営宣伝委員会、一九二三年七月、会
一二頁〈新書版〉。表紙右肩に「全中国国民革命者隣合起来!」とある。
ハ幻〉『国民革命与工人』撰述者鴻菊披、校閲者語平 、印 者広州市永漢北路大本営宣伝委員会、一九二三年八月、金一
六頁の新書版、表紙右肩に「全中国国民革命者勝
A口起来!」とある。
(却〉陳独秀「全党同志に告げる書」ハ一九二九年一 月一
O
臼)、『中国共産党史資料集』
2
、 五 = 一 四
t
三 五 頁 。
ハ却〉孫文が一金大会中の一月二四日に「設校建箪案」や準備委員を、二八日に軍校の校祉を指定した
ζ
とは通説になって
いるハ『国父年譜初稿』下)が、『革命文献』第八瞬 一金大会の「経過簡明表」(総一一五一ニ
1
五四頁)には、
ζ
の重大な
黄靖軍校の創立
二 七
二八
事実の記載がない。理由は不明である。
ハ釦〉『広東文史資料』第二六組問、広東人民出版社、一九八
O
年、三回真。
(幻)黄靖軍校の創立時における最も詳細な記録は王柏齢の「資補筆校関創之回憶」〈付
J
料「伝記文学」一五巻六期、
六巻三期、一六巻四期、一六巻五期、一六巻六期、一七巻一期〉である。以下の記述は多く乙れによる。
〈
mM )
裳守謙・黄宇治『黄埼建軍』時間総統対中国及世界之貢献叢綴々築委員会、一九七一年、二一賞。
(お)黄塙建学のとろの 兵工廠については馬超俊の伝記中に詳しい。陳士誠「追懐宮内超俊先生」、「中外雑誌」二二巻五
期(一九七七年一一月)、任治況『中央評議委員馬超俊先生筒史』および『陸海軍大元帥大本営公報』黄季陸主一続中祭民国史料叢緒、一九六九年、第三時の一五二六頁、民国一二年九月二
O
日大元帥訓令なども参照。
(引出〉黄季段「黄埼創校建 的一段史実」黄埼月刊、一九七七年六月。(お〉「校長七次訓詞」〈一九二四年五月二五日)、黄埼議書第一笑『精神教育』 ニ九頁。(叩山〉円
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(訂)「事官学校章程」がいつ起草されたか不明であるが、その一部分は「国民党周刊」第九期(一九二四年二月二四日)
に載る。「陸中早々官学校考選学生筒意」は 九二 年二月二
O
日に成立し、全文が「国民党周刊」第一
O
期(一九二四年
一 一 一 月 一 一 日 ) に 載 る 。
(部)「寧官学校学生来寒川資案 は一九二四年二月六日 中央党部第三次会議にかけられ、二月九日(中央党部第 次会
議)にはその修
E
案が通っている。それが「箪官学校学生来努旅費修正案」で、現行のものである。
(ぬ)〈
2
出〉
ES2p
、 司 君
C I R E 2 5 m 2
乙
z c c E d ( u r F 5 5 M m a
芯凶叶唱常
- r u h ω - H
・
F 2 5 P Z 2 5 H L M W 2
月〉己
E
伊 山
CEG
ぬ 司 岱 七 一
d m -
同市町吋]ア℃
-HGH
(日制)以下の摩仲燈の電報は、『一彦仲憶佳央』北京中筆書局、一九六一一 年、一二五
t
八 一 員 。
〈
HU
〉摩の介石あての電文〈一九二四年三月三
O
日〉を見よ。同布、二二一真。
(必)乙の名間は中国々民党々史会所蔵、毛筆の原件で、判読不能の文字
( O
印〉もあり、誤読があるかも知れない。
(必〉広州における初試 状況は、玉柏齢前掲回想録、彦仲憾の前掲諸電文をみよ。
(必)上海と広州の初試、広州の補考、複試についてはまだ不明な点がある。私の前稿〈本稿の注仰をみよ)では上海初試
で二
OO
人とったとしたが、本稿のように一三
O
人〔前後〕とすべきである。訂正しておく。
(必)冷欣「寅靖生活追憶」自由談、一五巻第一一一期(一九六四年二月)(必)『国軍政工史稿』(上)四五頁。〈円山 以下では、「黄埼血史」、「革命官ご、黄埼 期生の回想録などを使用して、彼らがなぜ、どのようにして黄塙箪校に没
じたかを具体的にたどる計画であったが、時間ぎれで断念せざるを得なかった。
二九
